
安藤香織　建中寺蔵「仏涅槃図」

図1　仏涅槃図　本紙全図　建中寺蔵　提供：株式会社便利堂



安藤香織　建中寺蔵「仏涅槃図」

図2　仏涅槃図　釈迦部分　建中寺蔵

図3　仏涅槃図　会衆（観音菩薩部分）　建中寺蔵

図4　仏涅槃図　会衆（勢至菩薩部分）　建中寺蔵
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図5　仏涅槃図　会衆（仏弟子部分）　建中寺蔵

図6 仏涅槃図　
 会衆（阿修羅部分）　建中寺蔵

図7 仏涅槃図　
 会衆（龍王部分）　建中寺蔵
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図9　仏涅槃図　獅子部分　建中寺蔵

図8　仏涅槃図　描表装（部分）　建中寺蔵



安藤香織　建中寺蔵「仏涅槃図」

図10　仏涅槃図　全図　相応寺蔵
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図11-1 仏涅槃図　
 会衆（帝釈天部分）　建中寺蔵

図11-2 仏涅槃図　
 会衆（帝釈天部分）　相応寺蔵

図12-1 仏涅槃図　
 会衆（天部部分）　建中寺蔵

図12-2 仏涅槃図　
 会衆（天部部分）　相応寺蔵
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四
一

　

は　

じ　

め　

に

一　

作
品
の
概
要
と
伝
来

二　

図
様
と
構
成

三　

描
画
技
法

四　

類
例
と
の
比
較

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

令
和
六
年（
二
〇
二
四
）、
徳
川
美
術
館
で
は
「
尾
張
徳
川
家
と
菩
提
寺
建
中
寺
」
と

題
す
る
展
覧
会
を
実
施
し
、
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
に
所
在
す
る
浄
土
宗
寺
院
・
徳
興

山
建
中
寺
の
諸
宝
物
を
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
際
に
展
示
し
た
建
中
寺
蔵
の

「
仏
涅
槃
図
」（
図
1
。
以
下
、
本
図
と
略
称
す
る
）は
、
尾
張
徳
川
家（
以
下
、
尾
張
家
と
略
称

す
る
）に
関
わ
る
伝
来
が
明
確
で
あ
る
点
で
貴
重
で
あ
り
、
か
つ
装
飾
性
に
優
れ
た
近

世
仏
教
絵
画
の
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
改
め
て
紹
介
す
る
。

な
お
建
中
寺
は
、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）に
歿
し
た
尾
張
家
初
代
義
直
を
供
養
す
る

べ
く
、
そ
の
息
子
で
あ
る
二
代
光
友
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
。
菩

提
寺
と
し
て
、
光
友
以
下
の
歴
代
当
主
や
そ
の
家
族
か
ら
篤
い
庇
護
を
受
け
、
堂
宇
や

宝
物
が
寄
附
さ
れ
、
広
大
な
墓
地
に
墓
所（
御
廟
）・
御
霊
屋（
御
仏
殿
）も
営
ま
れ
る
な
ど
、

尾
張
家
代
々
の
菩
提
を
弔
い
、
ま
た
末
代
ま
で
の
安
寧
を
祈
る
役
割
を
長
く
果
た
し

た
。
現
在
も
、
建
立
当
初
の
建
造
物
の
一
部
や
、
尾
張
家
と
の
深
い
関
わ
り
を
示
す
多

く
の
宝
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一　

作
品
の
概
要
と
伝
来

本
図
は
本
紙
縦
三
六
二
・
八
糎
、
横
三
〇
六
・
五
糎
、
総
寸
は
縦
四
一
六
・
〇
糎
、
横

三
三
七
・
七
糎
の
大
幅
で
あ
る
。
絵
絹
は
三
枚
継
ぎ
で
用
い
ら
れ
、
絵
絹
の
幅
は
向

か
っ
て
左
か
ら
一
〇
八
・
〇
糎
、
一
一
九
・
三
糎
、
一
〇
七
・
四
糎
で
あ
る
。
濃
彩
で
描

か
れ
て
お
り
、
仏
・
菩
薩
の
肉
身
や
、
参
集
し
た
衆
生
の
衣
服
等
に
は
金
銀
彩
も
加
え

ら
れ
て
い
る（
図
2
～
7
）。
表
具
は
描
表
装
で
、
風
帯
・
中
廻
は
赤
地
に
多
色
の
唐
草

（
1
）

（
2
）

〔
作
品
紹
介
〕

建
中
寺
蔵
「
仏
涅
槃
図
」

安
　
藤
　
香
　
織
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涅
槃
図
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四
二

文
、
総
縁
は
紺
地
に
青
・
赤
・
緑
の
牡
丹
文
が
表
さ
れ
て
い
る（
図
8
、
挿
図
1
）。
八

双
の
飾
り
金
具
は
金
銅
製
で
、
意
匠
は
い
ず
れ
も
蓮
華
唐
草
文
を
基
調
と
し
、
中
央
に

位
置
す
る
金
具
に
は
宝
輪
が
配
さ
れ
て
い
る
。
軸
首
も
金
銅
製
で
頂
面
は
宝
輪
、
側
面

は
蓮
華
唐
草
文
の
意
匠
で
あ
る
。
印
籠
蓋
造
り
の
黒
漆
塗
箱
が
附
属
し
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）か
ら
六
年
に
か
け
て
修
理
さ
れ
た
際
に
取
り
外
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
旧
軸

木（
八
双
か
）が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

本
図
に
は
、
伝
来
に
関
わ
る
墨
書
が
三
件
残
さ
れ
て
い
る
の
で
順
に
紹
介
す
る
。
改

行
は
「
／
」、
空
白
が
あ
る
場
合
に
は
で
き
る
だ
け
そ
の
と
お
り
に
表
現
し
、
読
点
は

筆
者
が
適
宜
加
え
た
。

第
一
に
、
旧
軸
木
に
は
次
の
と
お
り
墨
書
が
あ
る
。

徳
興
山
建
中
寺
代
七
世
頓
蓮
社
白
譽
専
了
上
人
安
阿
大
和
尚
、
元
禄
六
年
癸酉

二
月

十
五
日
絵

第
二
に
、
本
図
の
紙
背
に
貼
り
込
ま
れ
た
押
紙
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

涅
槃
畫
像　

長
弐
間
半
／
横
弐
間
／
御
寄
附
御
施
主
／
勘
解
由
小
路
女
御
／
元
禄

六
癸酉

歳
極
月
廿
四
日
／
建
中
寺
八
世
／
證
譽
代
／
畫
師
／
末
永
氏
勝
秀

第
三
に
、
箱
の
蓋
裏
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

涅
槃
像　

一
幅
／
御
施
主
／
勘
解
由
小
路
女
御　

徳
興
山
崇
仁
院
建
中
寺
常
什
物

／
天
明
五
乙
巳
年
六
月
／
蓋
斗
焼
失
ニ
付
／
御
作
事
方
ヨ
リ
出
来

旧
軸
木
の
墨
書
は
、
元
禄
六
年（
一
六
九
三
）六
月
に
遷
化
し
た
建
中
寺
七
世
白
譽
専

了（
生
年
未
詳
～
一
六
九
三
）に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
文
意
を
掴
み
に
く
い
も
の
の
、

同
年
二
月
十
五
日
に
絵
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
を
示
す
か
、
ま
た
は
二
月
十
五
日
に
行

わ
れ
る
涅
槃
会
の
本
尊
に
用
い
る
絵
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
紙
背
押
紙
の
墨
書
は
、
専
了
の
跡
を
受
け
た
建
中
寺
八
世
證
譽
廓
天（
生
年

未
詳
～
一
六
九
九
）に
よ
り
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
図
は
光
友
の
側
室
・
勘

解
由
小
路（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）が
施
主
と
な
り
、
元
禄
六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
建

中
寺
へ
寄
附
さ
れ
た
品
で
あ
る
こ
と
、
末
永
勝
秀
と
い
う
絵
師
に
よ
り
描
か
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
勘
解
由
小
路
は
公
卿
・
樋
口
信
孝
の
娘
で
あ
り
、
光
友
の
三
男（
実
は
長
男
）

（
3
）

（
4
）

挿図1　仏涅槃図　全図　建中寺蔵　提供：株式会社便利堂
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四
三

で
分
家
・
大
久
保（
梁
川
）松
平
家
初
代
と
な
っ
た
義
昌
の
生
母
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尾

張
家
中
で
重
ん
じ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
本
図
の
よ
う
に
華
麗
か
つ
大
型
の
仏
画
が
、

光
友
で
は
な
く
勘
解
由
小
路
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
菩
提
寺
に
施
入
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
尾
張
家
に
お
け
る
勘
解
由
小
路
の
権
威
・
財
力
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
末
永
勝
秀
は
、
本
図
以
外
に
史
料
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
描
写
の
特
徴

に
つ
い
て
は
第
二
章
以
降
で
検
討
し
た
い
。

続
い
て
、
箱
の
蓋
裏
の
墨
書
は
、
箱
の
蓋
が
焼
失
し
た
た
め
、
天
明
五
年（
一
七
八
五
）

六
月
に
、
尾
張
家
中
の
作
事
方
に
よ
り
補
わ
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
同
年
一
月

二
十
三
日
に
名
古
屋
城
下
で
起
こ
っ
た
大
火
災
の
お
よ
そ
五
か
月
後
に
あ
た
る
時
期
で

あ
り
、
本
図
も
火
災
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
三
件
の
墨
書
か
ら
、
本
図
に
お
け
る
尾
張
家
と
建
中
寺
の
関
係
性
を
確
認
し

て
み
よ
う
。
旧
軸
木
に
専
了
自
筆
の
墨
書
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
勘

解
由
小
路
が
施
主
と
し
て
資
金
を
提
供
し
た
の
に
対
し
、
実
際
に
製
作
を
進
め
た
の
は

専
了
と
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
本
図
の
製
作
を
要
請
し
た
の
も
専
了
で
あ
ろ
う
。
こ

の
関
係
性
は
、
大
名
家
と
菩
提
寺
に
よ
る
什
物
製
作
に
お
い
て
は
ご
く
一
般
的
で
は
あ

る
が
、
同
じ
建
中
寺
蔵
の
宝
物
で
あ
っ
て
も
願
主
・
製
作
・
資
金
提
供
に
は
次
の
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。

①
願
主
・
製
作
…
建
中
寺　

／　

資
金
提
供
…
尾
張
家

本
図

②
願
主
…
建
中
寺　

／　

資
金
提
供
・
製
作
…
尾
張
家

徳
川
光
友
筆
「
観
音
・
鶴
図
」　

三
幅
対

建
中
寺
三
世
䑓
譽
南
龍
の
求
め
に
応
じ
て
、
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）に
光
友
自
身

が
製
作
。

③
願
主
・
資
金
提
供
・
製
作
…
尾
張
家

輔
君（
尾
張
家
四
代
吉
通
正
室
）筆
「
紺
紙
金
字
法
華
経
」　

八
巻

享
保
四
年（
一
七
一
九
）十
月
十
八
日
の
尾
張
家
五
代
五
郎
太
の
七
回
忌
に
際
し
、

母
の
輔
君
が
書
写
。

③
も
比
較
的
多
く
、
例
示
し
た
追
善
供
養
を
目
的
と
す
る
経
巻
の
寄
進
な
ど
に
加

え
、
本
図
が
罹
災
し
た
天
明
の
大
火
災
に
お
い
て
も
、
被
災
し
た
建
中
寺
伽
藍
の
復
興

が
こ
の
方
式
で
な
さ
れ
て
い
る
。
願
主
・
資
金
提
供
は
、
当
時
の
尾
張
家
当
主
で
あ
る

九
代
宗
睦
で
あ
る
。
製
作
の
主
導
が
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
建
中
寺

の
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
建
築
物
の
再
建
が
終
わ
っ
た
天
明
七
年
五

月
十
三
日
、
附
家
老
の
成
瀬
正
幸
を
は
じ
め
と
す
る
役
人
衆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
堂
宇
を
検

分
し
た
後
、
寺
社
奉
行
よ
り
建
中
寺
住
持（
方
丈
）へ
引
き
渡
し
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

住
持
が
附
家
老
の
成
瀬
家
・
竹
腰
家
を
は
じ
め
重
臣
や
寺
社
奉
行
ら
へ
御
礼
に
回
っ
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
は
被
災
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
尾
張
家
中
で

組
織
的
に
復
興
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
図
の
箱
蓋
も
、
こ
の
宗
睦
に
よ
る

復
興
の
一
環
と
し
て
作
事
方
が
修
復
し
た
の
で
あ
る
。

二　

図
様
と
構
成

本
図
は
、
中
国
・
宋
時
代
の
仏
涅
槃
図
の
影
響
を
受
け
て
鎌
倉
時
代
以
降
に
主
流
と

な
る
形
式
の
系
統
で
、
近
世
の
仏
涅
槃
図
に
よ
く
み
ら
れ
る
構
成
で
あ
る
。
こ
の
形
式

の
特
徴
と
し
て
は
、
①
縦
長
の
画
面
、
②
宝
床
の
左
側
面
を
見
せ
る
よ
う
に
描
く
こ
と
、

③
平
安
時
代
の
古
様
な
形
式
に
比
し
て
周
囲
の
会
衆
・
動
物
が
増
加
す
る
な
ど
の
傾
向

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
図
も
こ
れ
ら
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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四
五

会衆
01　釈迦如来 02　観音菩薩 03　勢至菩薩
04 ～ 08　菩薩 09　迦葉童子 10 ～ 26　仏弟子
27　阿那律 28　阿難 29 ～ 32　仏弟子
33　乾闥婆 34　阿修羅 35 ～ 43　天部
44　沙羯羅 45 ～ 46　天部 47　緊那羅
48　五部浄居天 49　迦楼羅 50 ～ 51　天部
52　龍王 53　俗人（羅刹か） 54　金剛力士
55 ～ 56　天部 57　龍王 58　金剛力士
59　帝釈天 60 ～ 64　天部 65　毘沙離老女
66 ～ 70　俗人 71　純陀 72 ～ 73　俗人
74　阿那律 75　摩耶夫人 76 ～ 79　天女

動物
01　鷹 02　鹿（雌） 03　鹿（雄）
04　猪 05　馬 06　迦陵頻伽
07　鳳凰 8　孔雀 9　蛙
10　百足 11　蜥蜴 12　亀
13　不明 14　蟹 15　不明（昆虫類）
16　不明（哺乳類） 17　不明（哺乳類） 18　鼬
19　狐 20　象 21　犬
22　不明（栗鼠か） 23　不明（鳥類） 24　猫
25 ～ 26　金黒羽白 27 ～ 28　鴛鴦 29 ～ 30　鸚鵡
31 ～ 32　頬白鴨 33　蝉 34　蟷螂
35　不明（昆虫類） 36　文鳥 37　龍
38　蛇 39 ～ 40　鶴 41 ～ 42　白鵞
43　燕 44 ～ 45　鶏 46　鷽
47 ～ 48　鳩 49　雀 50　椋鳥
51　五十雀 52　猿 53 ～ 54　木葉木菟
55　兎 56　鼠 57 ～ 58　雉
59 ～ 60　白鶺鴒 61　鶯 62　小鷺
63　獅子 64　不明（哺乳類） 65　不明（哺乳類）
66　蜻蛉 67　蝶 68　不明（昆虫類）
69　不明（昆虫類） 70　不明（昆虫類） 71　鷹
72　烏 73　虎 74　豹
75　水犀 76　牛 77　駱駝
78　水牛 79　麒麟
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四
六

具
体
的
に
、
本
図
の
図
様
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
中
心
に
描
か
れ
た
主
た
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
釈
迦
は
、
蓮
台
に
頭
を
載
せ
、
右
脇
を
下
に
し
て
宝
床
上
に
横
た
わ

り
、
左
腕
を
体
側
に
伸
ば
し
、
右
腕
の
肘
を
曲
げ
て
右
手
を
顔
の
前
に
寄
せ
た
姿
で
描

か
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
以
降
は
右
手
枕
で
横
た
わ
る
釈
迦
の
姿
の
作
例
が
多
い
が
、

右
手
顔
前
の
姿
に
つ
い
て
も
、
京
都
・
長
福
寺
本（
宋
時
代
か
）、
滋
賀
・
石
山
寺
本（
鎌

倉
時
代
前
期
・
重
要
文
化
財
）、
愛
知
・
妙
興
寺
本（
鎌
倉
時
代
・
重
要
文
化
財
）な
ど
比
較
的

作
例
は
多
い
。
ま
た
仏
鉢
の
包
み
は
、
宝
床
上
に
置
か
れ
ず
錫
杖
と
共
に
沙
羅
双
樹
に

掛
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
長
福
寺
本
・
妙
興
寺
本
な
ど
と
一
致
す
る
。

次
に
、
参
集
し
た
会
衆
に
つ
い
て
は
、
名
を
記
し
た
短
冊
形
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、

他
の
作
例
と
同
様
、
像
様
か
ら
固
有
名
ま
で
特
定
で
き
る
会
衆
は
多
く
は
な
い（
見
取

図
）。
菩
薩
形
で
は
、
冠
に
表
さ
れ
た
化
仏
な
ら
び
に
水
瓶
の
標
識
か
ら
、
観
音
菩
薩

（
2
、
図
3
）お
よ
び
勢
至
菩
薩（
3
、
図
4
）が
特
定
で
き
る
。
こ
の
二
尊
は
阿
弥
陀
如
来

の
脇
侍
菩
薩
で
あ
り
、
本
図
が
浄
土
宗
寺
院
に
施
入
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
連
性
が
想
像

さ
れ
る
。
剃
髪
し
た
僧
形
の
仏
弟
子
で
は
、
宝
床
の
手
前
に
描
か
れ
た
昏
倒
す
る
阿
難

（
28
）と
、
介
抱
す
る
阿
那
律（
27
）が
判
別
で
き
る
。
俗
形
人
物
で
は
、
供
物
を
捧
げ
る

純
陀（
71
）は
平
安
時
代
か
ら
変
わ
ら
ず
描
か
れ
る
仏
涅
槃
図
の
主
要
人
物
で
あ
り
、
釈

迦
の
足
に
触
れ
る
毘
沙
離
老
女（
65
）は
鎌
倉
時
代
以
降
の
形
式
で
頻
出
す
る
人
物
で
あ

る
。
天
部
に
は
通
常
、
八
部
衆
や
梵
天
・
帝
釈
天
、
四
天
王
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
本

図
で
は
三
目
二
臂
の
帝
釈
天（
59
、
図
11
─

1
）、
象
冠
の
五
部
浄
居
天（
48
）、
龍
を
背
負

う
二
尊
の
龍
王（
52
・
57
）、
獅
子
冠
の
乾
闥
婆（
33
）、
赤
い
肉
身
で
三
面
三
目
六
臂
の

阿
修
羅（
34
、
図
6
）、
金
翅
鳥
の
冠
の
迦
楼
羅（
49
、
挿
図
7
─

1
）、
一
角
の
緊
那
羅（
47
）、

蛇
冠
の
摩
睺
羅
伽（
44
）が
識
別
で
き
る
。
画
面
右
上
に
は
忉
利
天
か
ら
駆
け
付
け
る
摩

耶
夫
人（
75
）と
、
先
導
す
る
阿
那
律（
74
）が
描
か
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
他
の
多
く

の
作
例
で
描
か
れ
る
主
要
な
会
衆
に
つ
い
て
は
本
図
で
も
確
認
で
き
る
が
、
寄
進
者
な

ど
の
実
在
の
人
物
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
会
衆
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

参
集
し
た
動
物
も
多
種
・
多
様
で
あ
る（
見
取
図
）。
こ
の
う
ち
経
典
で
も
特
別
に
扱

わ
れ
る
象（
挿
図
2
）と
獅
子（
図
9
）は
画
面
下
部
の
左
右
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
象
と

獅
子
、
い
ず
れ
か
が
釈
迦
の
方
へ
顔
を
向
け
た
り
、
転
倒
し
た
姿
が
描
か
れ
る
作
例
が

多
数
を
占
め
る
中
、
本
図
で
は
象
と
獅
子
が
い
ず
れ
も
う
な
だ
れ
る
よ
う
に
頭
を
下
げ

た
姿
で
対
称
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
姿
態
が
一
致
す
る
作
例
と
し
て
、
愛
知
・
甚
目
寺

本（
鎌
倉
時
代
後
期
）、
同
・
無
量
光
院
本（
南
北
朝
時
代
・
貞
治
七
年
〈
一
三
六
八
〉）な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

会
衆
と
動
物
の
構
成
全
体
を
眺
め
る
と
、
菩
薩
を
釈
迦
の
頭
部
近
く
に
ま
と
め
て
描

く
作
例
も
多
い
が
、
本
図
で
は
宝
床
の
左
右
と
奥
に
満
遍
な
く
点
在
さ
せ
て
、
宝
床
を

取
り
囲
ん
で
い
る
会
衆
全
体
の
円
環
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
画
面
下
部
で
は
金

剛
力
士（
54
・
58
）を
左
右
に
対
置
さ
せ
る
と
と
も
に
、
象
・
獅
子
も
左
右
対
称
に
表
し
、

そ
の
他
の
動
物
に
つ
い
て
も
比
較
的
大
型
の
動
物
を
画
面
左
右
に
振
り
分
け
、
中
央
部

は
小
動
物
や
鳥
類
と
す
る
こ
と
で
、
左
右
の
対
称
性
を
意
識
的
に
示
す
と
と
も
に
、
会

衆
の
構
成
す
る
円
環
を
補
完
す
る
配
置
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
に
加
え
、
周
囲

の
空
間
が
占
め
る
割
合
を
小
さ
く
し
、
相
対
的
に
各
モ
チ
ー
フ
を
大
き
く
描
く
こ
と
に

よ
り
、
中
央
の
釈
迦
が
よ
り
際
立
つ
よ
う
演
出
さ
れ
て
い
る
の
が
本
図
の
構
成
の
特
徴

と
言
え
る
。

こ
の
意
識
は
周
辺
部
分
に
も
看
取
さ
れ
る
。
画
面
の
上
部
に
目
を
移
す
と
、
中
央
に

月
が
あ
り
、
涌
雲
が
左
右
か
ら
斜
め
下
方
へ
向
け
て
、
画
面
中
央
へ
集
約
す
る
よ
う
な

流
れ
で
描
か
れ
る
。
摩
耶
夫
人
の
乗
雲
も
含
め
、
涌
雲
は
Ｖ
字
型
の
構
成
を
生
み
出
し

て
お
り
、
釈
迦
へ
と
視
線
を
誘
導
し
て
い
る
。
沙
羅
双
樹
は
、
向
か
っ
て
左
の
四
本
は

緑
葉
、
右
四
本
は
葉
が
枯
れ
た
通
例
の
図
様
で
描
か
れ
る
。
古
様
な
図
様
で
は
二
本
一

組
と
し
て
宝
床
の
四
方
に
配
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
木
々
同
士
の
間
隔
も
二
本
一

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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四
七

調
す
る
意
識
と
同
じ
意
識
が
み
て
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
図
で
は
図
様
が
意
識
的

に
整
理
さ
れ
、
釈
迦
を
取
り
囲
む
同
心
円
の
構
成
、
左
右
対
称
性
、
中
心
線
の
強
調
、

釈
迦
へ
向
か
っ
て
視
線
を
誘
導
す
る
Ｖ
字
型
の
構
成
に
よ
っ
て
、
釈
迦
を
際
立
た
せ
る

意
識
に
特
徴
が
あ
る
と
小
括
で
き
る
。

こ
こ
で
先
行
研
究
を
参
照
し
、
本
図
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

仏
涅
槃
図
は
涅
槃
会
の
本
尊
と
し
て
古
く
か
ら
多
く
の
寺
院
で
製
作
・
所
有
さ
れ
た
た

め
、
膨
大
な
作
品
点
数
が
あ
り
、
近
世
に
は
図
様
が
形
式
化
し
つ
つ
も
多
彩
な
系
統
が

入
り
混
じ
り
極
め
て
多
様
に
な
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
内

田
隆
子
氏
に
よ
る
江
戸
時
代
の
奈
良
地
方
の
仏
涅
槃
図
の
分
類
は
、
重
要
な
示
唆
に
富

む
。内

田
氏
は
特
に
跋
提
河
の
岸
の
描
か
れ
方
に
注
目
し
て
百
数
十
点
の
作
例
を
整
理
さ

れ
、
Ⅰ
竹
坊
型
、
Ⅱ
跋
提
河
と
釈
迦
を
取
り
巻
く
人
物
群
と
の
境
界
が
涌
雲
と
な
っ
て

い
る
型
、
Ⅲ
跋
提
河
と
釈
迦
を
取
り
巻
く
人
物
群
と
の
境
界
の
一
部
分
が
涌
雲
と
な
っ

て
い
る
型
、
Ⅳ
跋
提
河
と
釈
迦
を
取
り
巻
く
人
物
群
と
の
境
界
が
山
形
と
な
っ
て
い
る

型
の
四
種
の
類
型
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
し
て
江
戸
時
代
前
期
に
類
形
Ⅰ
が
奈
良
を
中
心

に
描
か
れ
、
同
時
代
中
期
に
は
様
式
の
異
な
る
類
型
Ⅱ
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相

互
に
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
も
登
場
す
る
中
、
Ⅱ
に
拠
り
な
が
ら
Ⅲ
・
Ⅳ
が
展
開
し
て

い
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分
類
の
代
表
作
例
と
し
て
は
、
類
型

Ⅰ
は
福
井
・
劔
神
社
本
、
類
型
Ⅱ
は
長
福
寺
本
を
想
定
さ
れ
た
。

以
上
の
内
田
氏
説
に
基
づ
く
と
、
本
図
の
河
岸
は
画
面
左
右
端
の
み
土
坡
が
描
か
れ

る
ほ
か
は
概
ね
涌
雲
で
遮
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
類
型
Ⅱ
に
分
類
さ
れ
る
。
先
に
指
摘
し

た
と
お
り
、
本
図
の
釈
迦
の
姿
勢
や
仏
鉢
の
描
か
れ
方
は
長
福
寺
本
と
共
通
し
て
お

り
、
こ
の
説
に
沿
う
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
細
か
く
図
様
を
比
較
す
る
と
、
中
世
の
南

都
絵
所
座
の
う
ち
吐
田
座
の
行
有
・
専
有
筆
、
根
津
美
術
館
本（
南
北
朝
時
代
・
康
永
四

（
12
）

挿図2　仏涅槃図　象部分　建中寺蔵

組
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
図
で
は
宝
床
の
前
方
に
は
配
さ
れ
ず
、
左
右
か

ら
後
方
に
か
け
て
宝
床
を
囲
む
よ
う
に
ほ
ぼ
等
間
隔
で
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
等
間
隔

で
は
あ
る
が
向
か
っ
て
左
に
少
し
ず
つ
ず
れ
る
こ
と
で
、
右
か
ら
四
本
目
の
沙
羅
双
樹

の
幹
が
画
面
中
心
線
に
近
接
し
て
描
か
れ
る
点
に
、
月
・
涌
雲
に
よ
っ
て
中
心
線
を
強
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四
八

年
〈
一
三
四
五
〉
成
立
、
挿
図
3
）に
も
近
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
内
田
氏
は
根
津
美
術
館

本
に
つ
い
て
、
松
南
院
座（
類
型
Ⅰ
系
統
）と
芝
座（
類
型
Ⅱ
系
統
）の
中
間
的
な
様
相
を
示

す
と
指
摘
す
る
が
、
こ
の
系
統
分
け
で
重
視
さ
れ
た
跋
提
河
の
河
岸
が
部
分
的
に
涌
雲

に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
仏
鉢
は
沙
羅
双
樹
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
福
寺
本
を
代
表
と
す
る
類
型
Ⅱ
系
統
に
内
包
さ
れ
る
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
釈
迦
の
姿
勢
は
右
手
枕
で
は
あ
る
も
の
の
、
沙
羅
双
樹
が
宝
床
の
前
方
を
避
け
て

等
間
隔
に
配
置
さ
れ
る
点
で
も
本
図
と
共
通
し
、
と
り
わ
け
会
衆
の
構
成
・
位
置
な
ど

挿図4　仏涅槃図　会衆・動物との境界部分　建中寺蔵

挿図3　仏涅槃図　本紙全図　根津美術館蔵
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四
九

に
も
一
定
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
釈
迦
入
滅
の
情
景
を

描
き
出
そ
う
と
す
る
根
津
美
術
館
本
に
比
較
し
て
、
本
図
は
中
央
の
釈
迦
が
象
徴
的
に

描
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
図
様
の
整
理
が
一
層
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
本
図
に
は
鎌
倉
時
代
に
遡
る
他
の
先
行
作
例
と
共
通

す
る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
図
様
は
中
世
の
南
都
・
吐
田
座
で
も
用
い
ら
れ

た
長
福
寺
本
の
系
統
の
図
様
を
祖
型
と
し
な
が
ら
、
様
々
な
系
統
の
粉
本
か
ら
要
素
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
整
理
・
構
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

粉
本
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
鶴
や
小
鷺
な
ど
、
会
衆
と
一
定
の
間
隔
を
取
ら
ず
に
配

さ
れ
て
構
図
の
不
自
然
さ
が
生
ま
れ
て
い
る
部
分（
挿
図
4
）が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し

て
お
き
た
い
。
粉
本
の
組
み
合
わ
せ
と
再
構
成
に
際
し
て
は
、
宝
床
と
そ
の
周
辺
の
会

衆
、
お
よ
び
象
・
獅
子
な
ど
主
要
モ
チ
ー
フ
を
配
置
し
た
の
ち
、
鶴
・
小
鷺
な
ど
を
含

む
動
物
モ
チ
ー
フ
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

三　

描
画
技
法

次
に
、
本
図
の
描
画
技
法
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
釈
迦
と
菩
薩
形
は
、
肉
身
部
お

よ
び
衣
服
に
金
彩
を
施
す
皆
金
色
の
姿
で
あ
る（
図
2
～
4
）。
肉
身
は
金
泥
塗
で
褐
色

の
細
線
に
よ
り
描
き
起
こ
し
て
お
り
、
頭
髪
・
髭
は
群
青
と
し
緑
青
線
で
輪
郭
を
縁

取
っ
て
い
る
。
衣
服
は
、
肉
身
線
よ
り
は
太
く
打
ち
込
み
が
あ
る
金
銀
泥
線
で
衣
文
を

描
き
、
蓮
唐
草
文
や
七
宝
繋
・
雷
文
繋
・
麻
葉
繋
・
亀
甲
繋
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
多
種

多
様
な
文
様
を
金
銀
泥
の
細
線
で
表
現
し
て
い
る
。
菩
薩
の
宝
冠
・
耳
璫
・
胸
飾
・
腕

釧
・
臂
釧
に
は
金
銀
泥
が
用
い
ら
れ
、
群
青
・
丹
・
緑
青
・
紫
・
朱
と
白
お
よ
び
具
色

の
鮮
や
か
な
色
彩
で
蓮
華
や
瓔
珞
な
ど
の
装
飾
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

仏
弟
子
・
天
部
に
つ
い
て
は
、
肉
身
の
色
は
濃
淡
様
々
な
肉
色
あ
る
い
は
赤
・
緑
・

青
・
薄
青
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
隈
取
を
加
え
、
描
き
起
こ
し
の
墨
・
朱
・
褐
色
な
ど
の

線
は
打
ち
込
み
が
あ
る
も
の
の
肥
痩
は
抑
え
ら
れ
て
い
る（
図
5
～
7
）。
帝
釈
天
は
肉

身
を
金
泥
塗
と
す
る
。
阿
修
羅
や
金
剛
力
士
な
ど
の
異
形
の
天
部
は
、
肉
身
部
で
あ
っ

て
も
肥
痩
の
加
え
ら
れ
た
線
が
用
い
ら
れ
る
。
天
部
の
頭
髪
や
毛
描
き
に
は
金
泥
細
線

が
用
い
ら
れ
る
。
頭
飾
・
腕
釧
な
ど
の
装
身
具
、
持
物
や
甲
冑
な
ど
の
墨
線
は
肥
痩
が

抑
え
ら
れ
て
お
り
、
菩
薩
の
宝
冠
と
同
様
に
金
泥
と
鮮
や
か
な
色
彩
で
彩
ら
れ
て
い

る
。
衣
服
は
、
肥
痩
が
強
く
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
筆
遣
い
で
描
か
れ
、
こ
ち
ら
も
紺
・

丹
・
緑
・
紫
・
朱
と
そ
の
具
色
を
主
体
と
し
た
伝
統
的
な
色
彩
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

多
様
な
文
様
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
衣
文
線
や
文
様
に
金
泥
も
多
用
さ
れ
る
。

動
物
に
つ
い
て
は
、
線
の
質
や
彩
色
方
法
な
ど
が
個
々
で
異
な
り
、
統
一
的
で
は
な

い
。
そ
の
特
性
は
後
述
す
る
。

周
辺
部
に
目
を
移
す
と
、
涌
雲
は
会
衆
に
比
べ
て
よ
り
太
く
肥
痩
が
強
い
線
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
沙
羅
双
樹
の
幹
や
岸
辺
の
岩
で
は
さ
ら
に
乾
筆
の
太
線
で
輪
郭
や
質
感

が
表
現
さ
れ
て
、
部
分
的
に
金
泥
も
用
い
ら
れ
る
。
錫
杖
は
金
泥
、
仏
鉢
は
朱
に
金
泥

線
の
文
様
が
施
さ
れ
、
宝
床
は
明
る
く
鮮
や
か
な
賦
彩
と
金
銀
泥
に
よ
り
多
様
な
文
様

と
装
飾
が
表
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
彩
色
は
濃
彩
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
錫
杖
や
装
身
具
、
衣
服
の
文
様
を
は
じ

め
と
す
る
金
銀
泥
部
分
の
一
部
で
は
、
盛
り
上
げ
彩
色
の
技
法
が
採
ら
れ
て
よ
り
強
く

輝
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
図
の
描
画
技
法
は
、
尊
格
に
合
わ
せ
た
描
線
の
用
い
方
、
彩
色
方

法
な
ど
を
み
て
も
、
伝
統
的
な
仏
画
描
法
を
基
本
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

上
で
、
特
に
仏
弟
子
・
天
部
の
装
身
具
や
衣
服
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
豊
か
な
色
彩
感

覚
に
よ
っ
て
色
や
文
様
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
華
々
し
い
画
面
を
作
り
出
し
て
い

る
。
金
銀
彩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
本
図
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
全
体
に
装

（
13
）
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挿図5　仏涅槃図　昆虫・爬虫類ほか部分　建中寺蔵

挿図6　仏涅槃図　迦陵頻伽部分　建中寺蔵

飾
性
の
高
さ
が
際
立
つ
作
例
と
し
て
評
価
で
き
る
。

一
方
で
、
描
写
が
不
明
瞭
な
部
分
も
あ
る
。
画
面
下
部
に
描
か
れ
る
動
物
を
み
る

と
、
象
・
獅
子
・
虎
・
豹
・
麒
麟
・
牛
・
馬
・
鷹
な
ど
、
仏
画
を
含
む
絵
画
全
般
に
お

い
て
伝
統
的
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
関
し
て
は
、
姿
勢
・
体
表
の
模
様
や
毛
描
き
、

隈
取
、
筋
肉
の
表
現
、
彩
色
方
法
な
ど
、
古
く
か
ら
の
仏
画
の
伝
統
に
即
し
、
概
し
て

的
確
に
描
か
れ
て
い
る（
図
9
、
挿
図
2
）。
一
方
、
小
型
の
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫
類
・

昆
虫
な
ど
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
表
現
の
不
確
か
な
部
分
や
崩
れ
が
見
ら
れ
る（
挿
図

5
）。
迦
陵
頻
伽
を
見
て
も
、
面
貌
や
腕
な
ど
に
描
写
の
乱
れ
が
あ
る（
挿
図
6
）。
釈
迦

を
中
心
と
す
る
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
描
写
と
比
較
し
て
絵
師
の
技
量
の
隔
た
り
を
感
じ

ざ
る
を
得
ず
、
主
要
モ
チ
ー
フ
の
筆
者
と
は
別
の
人
物
に
よ
る
描
写
と
見
ら
れ
る
。
大

幅
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
な
が
ら
、
背
面
押
紙
に
筆
者
と
し
て
記
載
さ
れ
た
末

永
勝
秀
を
筆
頭
に
、
複
数
人
に
よ
る
工
房
製
作
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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類
例
と
の
比
較

本
図
の
特
性
を
よ
り
明
確
に
す
る
べ
く
、
本
図
と
製
作
環
境
の
近
し
い
名
古
屋
市
・

相
応
寺
本
を
紹
介
し
た
い（
図
10
）。
相
応
寺
本
の
法
量
は
本
紙
縦
四
〇
八
・
七
糎
、
横

三
六
四
・
九
糎
、
総
寸
縦
四
七
八
・
二
糎
、
横
三
九
三
・
七
糎
で
、
本
図
を
凌
ぐ
大
型
作

品
で
あ
る
。
紙
背
の
墨
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

奉
寄
進
／
為　

相
應
院
殿
信
譽
公
安
大
禅
定
尼
御
菩
提
令
畫
幅
之
者
也
、
／
慶
安

五
壬辰

天
九
月
十
六
日
／
願
主
／
尾
州
寳
亀
山
相
應
寺
第
二
世
寂
蓮
社
䑓
譽
南
龍
上

人（
花
押
）

墨
書
に
よ
り
、
義
直
の
生
母
・
亀（
相
応
院
、
一
五
七
六
～
一
六
四
二
）の
歿
後
十
年
に

あ
た
る
慶
安
五
年（
一
六
五
二
）九
月
十
六
日
に
、
当
時
は
相
応
寺
二
世
で
あ
っ
た
南
龍

に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
相
応
寺
は
義
直
の
建
立
し
た
浄
土
宗
寺
院
で
あ

り
、
建
中
寺
と
同
様
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
尾
張
家
と
関
わ
り
が
深
く
、
南
龍
が
後
に

建
中
寺
三
世
に
な
っ
た
よ
う
に
住
持
職
の
人
事
に
お
い
て
も
両
寺
院
は
密
接
だ
っ
た
。

つ
ま
り
本
図
と
相
応
寺
本
と
は
、
製
作
環
境
が
近
似
す
る
の
で
あ
る
。

本
図
と
相
応
寺
本
と
を
比
較
す
る
と
、
釈
迦
の
姿
態
、
右
上
方
か
ら
降
り
て
く
る
摩

耶
夫
人
、
中
天
の
月
、
沙
羅
双
樹
の
配
置
お
よ
び
河
岸
・
宝
床
・
仏
鉢
・
錫
杖
の
描
か

れ
方
な
ど
、
主
要
な
図
様
が
概
ね
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
章
で
取
り
上

げ
た
内
田
氏
に
よ
る
奈
良
地
方
の
近
世
仏
涅
槃
図
の
分
類
で
考
え
て
も
、
本
図
と
同
じ

く
、
河
岸
が
涌
雲
で
遮
ら
れ
る
類
型
Ⅱ
に
該
当
す
る
。
し
か
し
両
者
を
細
か
く
比
較
す

る
と
、
会
衆
の
像
様
や
配
置
が
完
全
に
一
致
す
る
部
分
は
六
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
動

物
で
図
様
が
一
致
す
る
の
は
馬
・
牛
・
亀
・
駱
駝
・
白
鵞
・
木
葉
木
兎
な
ど
の
み
で
、

大
部
分
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
章
で
確
認
し
た
本
図
の
釈
迦
を
際
立
た
せ
る

画
面
構
成
に
つ
い
て
、
重
要
な
役
割
を
担
う
涌
雲
の
表
現
を
み
る
と
、
相
応
寺
本
で
は

沙
羅
双
樹
の
合
間
に
途
切
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
、
左
右
対
称
性
や
Ｖ
字
型
構
図
に
よ

る
視
線
の
誘
導
と
い
っ
た
意
識
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
相

応
寺
本
は
会
衆
や
動
物
の
周
囲
の
空
間
を
広
く
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
根
津
美
術
館
本

に
も
看
取
さ
れ
た
釈
迦
入
滅
の
物
語
を
情
景
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
識
が
感
じ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
図
と
相
応
寺
本
と
は
、
大
本
に
あ
る
粉
本
―
先
述

の
と
お
り
、
そ
の
祖
型
は
中
世
の
南
都
・
吐
田
座
で
も
用
い
ら
れ
た
長
福
寺
本
系
統
の

図
様
と
想
定
さ
れ
る
―
は
比
較
的
近
し
い
関
係
性
に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
粉

本
か
ら
も
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
元
の
粉
本
に
よ
る
制

約
は
会
衆
に
比
し
て
動
物
部
分
で
は
特
に
少
な
い
こ
と
、
そ
し
て
本
図
の
釈
迦
を
際
立

た
せ
る
構
成
は
本
図
の
特
徴
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
が
改
め
て
理
解
で
き
よ
う
。

続
い
て
、
線
描
や
彩
色
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
み
る
と
、
大
ま
か
な
特
徴
、
す
な
わ

ち
尊
格
に
合
わ
せ
た
線
描
の
肥
痩
や
、
平
明
な
色
彩
と
金
銀
泥
に
よ
る
加
飾
、
盛
り
上

げ
彩
色
の
使
用
、
描
表
装
の
着
彩
法
な
ど
、
概
し
て
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
図
様

の
概
ね
共
通
す
る
会
衆
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
帝
釈
天
の
肉
身
は
、
相
応
寺
本
が
白
色

で
あ
る
の
に
対
し
、
本
図
で
は
菩
薩
と
同
じ
金
色
で
あ
る
な
ど
、
肉
身
や
衣
・
装
身
具

の
賦
彩
が
異
な
る
箇
所
は
多
い（
図
11
・
12
）。
こ
れ
は
粉
本
に
な
っ
た
白
描
図
像
に
色

に
関
す
る
指
示
が
な
く
、
製
作
者
側
の
技
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
色
の
組
み
合
わ
せ
や
文
様
の
種
類
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
両
者
と
も
に
装
飾
性

が
高
い
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
線
描
に
つ
い
て
は
質
の
違
い
が
顕
著

で
あ
る
。
相
応
寺
本
は
墨
線
に
よ
る
描
写
が
細
や
か
で
筆
勢
に
自
由
さ
が
あ
り
、
的
確

な
表
現
が
多
い
一
方
、
本
図
は
表
現
に
や
や
硬
さ
が
あ
り
線
描
も
整
理
さ
れ
形
式
化
し
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て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
本
図
の
線
描
に
も
基
本
的
に
稚
拙
さ
は
な
く
、
む

し
ろ
手
慣
れ
た
筆
致
に
堅
実
さ
が
感
じ
ら
れ
る（
挿
図
7
・
8
）。
線
描
の
質
の
違
い
は
、

製
作
し
た
絵
師
あ
る
い
は
工
房
の
違
い
と
考
え
ら
れ
、
相
応
寺
本
と
本
図
と
は
異
な
る

製
作
者
を
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
図
を
描
い
た
末
永
勝
秀
と
い
う
絵
師
に
つ
い

て
は
、
本
図
以
外
に
関
連
史
料
を
見
出
せ
ず
具
体
的
な
製
作
環
境
は
不
明
で
あ
る
が
、

表
現
に
硬
さ
が
あ
る
と
は
い
え
、
複
雑
な
構
成
を
破
綻
な
く
ま
と
め
、
か
つ
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
色
彩
と
金
銀
彩
を
多
用
し
て
美
麗
な
画
面
を
作
り
上
げ
る
技
量
が
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
有
力
大
名
家
の
大
型
の
注
文
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
工
房
の
有
力

な
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
こ
ま
で
、
相
応
寺
本
と
の
比
較
に
よ
り
本
図
の
特
徴
を
捉
え
て
き
た
が
、
類
似
す

る
作
例
は
他
に
も
確
認
で
き
る
。
名
古
屋
市
に
よ
る
市
内
の
近
世
仏
画
の
調
査
報
告
に

よ
る
と
、
確
認
さ
れ
た
五
十
七
例
の
仏
涅
槃
図
の
う
ち
、
聖
徳
寺
本（
延
宝
元
年
〈
一
六

七
三
〉）お
よ
び
乾
徳
寺
本（
延
宝
四
年
〈
一
六
七
六
〉
以
前
）は
、
第
二
章
で
取
り
上
げ
た

内
田
氏
に
よ
る
奈
良
地
方
の
近
世
仏
涅
槃
図
の
分
類
の
う
ち
、
河
岸
が
涌
雲
で
遮
ら
れ

る
類
型
Ⅱ
に
該
当
す
る
点
で
本
図
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
幅
の
構
成
は
、
相

応
寺
本
と
同
様
に
、
本
図
に
比
し
て
空
間
を
広
く
取
っ
て
い
る
。
根
津
美
術
館
本
に
見

ら
れ
る
釈
迦
の
涅
槃
を
情
景
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
意
識
が
、
相
応
寺
本
・
聖
徳
寺

本
・
乾
徳
寺
本
に
は
受
け
継
が
れ
る
一
方
、
本
図
の
釈
迦
を
際
立
た
せ
る
構
成
は
、
や

は
り
特
徴
的
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
14
）

（
15
）

挿図7-1　仏涅槃図　会衆（迦楼羅部分）　建中寺蔵挿図7-2　仏涅槃図　会衆（迦楼羅部分）　
相応寺蔵
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挿図8-1　仏涅槃図　会衆（童子形部分）　建中寺蔵

挿図8-2　仏涅槃図　会衆（童子形部分）　相応寺蔵

お　

わ　

り　

に

尾
張
家
と
菩
提
寺
・
建
中
寺
に
関
わ
る
作
品
で
あ
る
本
図
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
述

べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
本
図
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
三
件
の
墨
書
か
ら
、

光
友
の
側
室
で
あ
る
勘
解
由
小
路
が
施
主
と
な
り
、
建
中
寺
住
持
・
専
了
に
よ
っ
て
製

作
が
進
め
ら
れ
、
元
禄
六
年（
一
六
九
三
）十
二
月
二
十
四
日
に
建
中
寺
へ
施
入
さ
れ
た

こ
と
、
天
明
五
年（
一
七
八
五
）の
大
規
模
火
災
で
被
害
を
受
け
た
後
、
尾
張
家
に
よ
る

組
織
的
な
復
興
の
一
環
と
し
て
補
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

図
様
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
以
降
に
主
流
と
な
る
形
式
に
属
し
て
お
り
、
南
北
朝
時

代
の
南
都
・
吐
田
座
に
よ
る
根
津
美
術
館
本
と
同
系
統
の
図
様
を
祖
型
と
し
て
、
様
々

な
粉
本
か
ら
要
素
を
取
り
入
れ
て
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
本
図
の
構



建
中
寺
蔵
「
仏
涅
槃
図
」

五
四

成
に
は
中
央
の
釈
迦
を
際
立
た
せ
る
意
識
が
認
め
ら
れ
、
会
衆
や
動
物
に
よ
る
同
心
円

の
強
調
、
象
と
獅
子
お
よ
び
二
体
の
金
剛
力
士
な
ど
に
よ
る
左
右
対
称
性
の
強
調
、
月

や
沙
羅
双
樹
の
幹
に
よ
る
中
心
線
の
強
調
、
釈
迦
へ
向
か
っ
て
視
線
を
誘
導
す
る
Ｖ
字

型
の
構
成
、
そ
し
て
周
囲
の
空
間
を
狭
め
る
点
に
、
そ
の
意
識
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
た
。
相
応
寺
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
、
こ
の
構
成
は
本
図
の
特
徴
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

描
画
技
法
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
仏
画
製
作
の
筆
法
・
配
色
に
則
っ
た
上
で
、
豊

か
な
色
彩
感
覚
に
よ
っ
て
色
や
文
様
を
組
み
合
わ
せ
、
金
銀
彩
も
多
用
し
な
が
ら
、
極

め
て
装
飾
性
の
高
い
画
面
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
相
応
寺
本
と
の
比

較
に
よ
り
両
者
の
製
作
者
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
本
図
の
製
作
工
房
の
筆
頭
と

み
ら
れ
る
末
永
勝
秀
は
、
表
現
に
や
や
硬
さ
が
あ
る
も
の
の
、
複
雑
な
構
成
を
破
綻
な

く
ま
と
め
、
美
麗
な
画
面
を
作
り
上
げ
る
技
量
が
あ
る
絵
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
。仏

教
絵
画
史
に
お
け
る
本
図
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
長
福
寺
本
系
統
と

し
な
が
ら
根
津
美
術
館
本
と
の
関
係
性
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
た
が
、
長
福
寺
本
系
統

は
多
数
の
作
例
が
あ
り
、
今
後
も
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
相
応
寺
本
・
聖
徳
寺

本
・
乾
徳
寺
本
な
ど
の
系
統
分
類
を
含
め
、
願
主
・
施
主
な
ど
の
関
係
や
、
製
作
者
、

地
域
性
、
そ
し
て
近
世
大
名
文
化
の
中
で
の
仏
教
絵
画
の
あ
り
方
な
ど
多
様
な
視
点
か

ら
、
よ
り
多
く
の
作
例
を
対
象
に
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　

特
別
展
「
御
霊
屋
改
修
記
念 

尾
張
徳
川
家
と
菩
提
寺
建
中
寺
」（
主
催
：
徳
興
山
建
中

寺
・
徳
川
美
術
館
・
中
日
新
聞
社
、
会
期
：
令
和
六
年
六
月
八
日
～
七
月
二
十
一
日
、
会

場
：
徳
川
美
術
館
）。

（
2
）　

村
上
真
瑞
「
建
中
寺
創
建
年
時
―
新
資
料
の
紹
介
―
」（『
仏
教
論
叢
』
六
八
、
淨
土
宗
教

學
院
研
究
所
、
二
〇
二
四
年
）に
詳
し
い
。
拙
稿
「
研
究
ノ
ー
ト　

尾
張
徳
川
家
史
料
に
み

る
建
中
寺
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
」（『
葵
』
一
二
九
、
徳
川
美
術
館
、
二
〇
二
四
年
）で
は
尾

張
家
の
記
録
か
ら
創
建
期
の
過
程
を
追
い
、
徳
川
美
術
館
編
『
特
別
展 

御
霊
屋
改
修
記
念 

尾
張
徳
川
家
と
菩
提
寺
建
中
寺
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
二
四
年
）に
ま
と
め
た
。

（
3
）　

ほ
か
に
、
平
成
の
修
理
の
際
に
寄
附
を
受
け
た
内
容
の
文
書（
平
成
三
年
〈
一
九
九
一
〉）

も
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
4
）　

以
下
、
建
中
寺
住
持
の
歿
年
は
、
宇
高
良
哲
・
村
上
真
瑞
『
浄
土
宗
建
中
寺
史
料
集
』（
徳

興
山
建
中
寺
、
二
〇
二
一
年
）を
参
照
し
た
。

（
5
）　

こ
の
火
災
は
名
古
屋
城
の
東
北
に
所
在
す
る
清
水
・
解
脱
寺
周
辺
が
火
元
と
み
ら
れ
、
建

中
寺
に
も
及
び
、
真
巌
院
殿（
尾
張
家
五
代
五
郎
太
）御
霊
屋
・
墓
所（
御
廟
）・
三
門
・
総
門

と
寺
家
の
一
部
を
残
し
て
主
要
な
建
造
物
は
全
て
焼
失
し
た
。
天
明
六
年
八
月
に
は
本
堂
の

上
棟
が
あ
り
、
翌
年
五
月
に
は
一
連
の
再
建
が
完
了
し
て
各
霊
の
位
牌
遷
座
と
供
養
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
尾
張
家
お
よ
び
建
中
寺
の
記
録
か
ら
判
明
し
て
い
る
。

　

以
下
、
火
災
と
復
興
に
つ
い
て
は
、
尾
張
家
の
記
録
で
あ
る
「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」・

「
御
記
録
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）の
ほ
か
、『
愛
知
県
指
定
有
形
文
化
財
建
中
寺
徳
川
家

霊
廟
修
理
工
事
報
告
書
』（
徳
興
山
建
中
寺
、
二
〇
一
六
年
）、
お
よ
び
『
愛
知
県
指
定
有
形

文
化
財
建
中
寺
徳
川
家
霊
廟（
本
殿
・
合
間
・
拝
殿
）修
理
工
事
報
告
書
』（
徳
興
山
建
中
寺
、

二
〇
二
三
年
）、
前
掲
註（
2
）図
録
、
村
上
真
瑞
「
細
井
德
民
謹
撰　

建
中
寺
梵
鐘
の
銘
―

天
明
の
火
災
と
関
連
づ
け
て
―
」（『
建
中
寺
新
聞
』
六
七
―
四
、
建
中
寺
、
二
〇
二
四
年
）を

主
に
参
照
し
た
。

（
6
）　

建
中
寺
に
残
る
復
興
時
の
複
数
の
棟
札
に
、
宗
睦
に
よ
る
再
建
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

（
7
）　

建
中
寺
徳
川
家
霊
廟
保
存
修
理
専
門
委
員
会
『
浄
土
宗 

徳
興
山
建
中
寺 

建
造
物
調
査
報

告
書
』（
徳
興
山
建
中
寺
、
二
〇
一
九
年
）に
抄
録
さ
れ
た
、『
御
再
建
留
第
一
番
』『
御
地
鎮

留
』『
御
再
建
留
第
二
番
』『
御
再
建
留
第
三
番
』
か
ら
の
抜
き
書
き
を
参
照
し
た
。

（
8
）　

中
野
玄
三
「
日
本
に
お
け
る
涅
槃
図
の
展
開
」（『
京
都
国
立
博
物
館
特
別
陳
列
目
録　

涅

槃
図
の
名
作
』〈
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
七
八
年
〉
初
出
、
中
野
玄
三
『
日
本
仏
教
絵
画

研
究
』〈
法
藏
館
、
一
九
八
二
年
〉
補
訂
収
録
）、
中
野
玄
三
「
涅
槃
図
」（『
日
本
の
美
術
』

二
六
八
、
至
文
堂
、
一
九
八
八
年
）。



建
中
寺
蔵
「
仏
涅
槃
図
」

五
五

（
9
）　

以
後
、
仏
涅
槃
図
の
名
称
は
所
蔵
先
か
ら
取
り
、「
～
本
」
と
の
み
記
載
す
る
。
ま
た
見

取
図
に
示
し
た
識
別
の
た
め
の
番
号
を
、
本
文
中
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
示
す
る
。

（
10
）　

仏
涅
槃
図
に
見
ら
れ
る
動
物
に
つ
い
て
は
、
中
野
玄
三
「
涅
槃
図
の
動
物
画
」（『
仏
教
芸

術
』
一
〇
四
号
〈
一
九
七
五
年
〉・
一
〇
六
号
〈
一
九
七
六
年
〉
初
出
、
中
野
玄
三
『
日
本

仏
教
絵
画
研
究
』〈
法
藏
館
、
一
九
八
二
年
〉
収
録
）に
詳
し
い
。

（
11
）　

赤
澤
英
二
氏
は
、
こ
の
象
と
獅
子
の
形
態
・
配
置
を
、
図
様
を
分
類
す
る
要
素
の
一
つ
と

し
て
取
り
上
げ
た
上
で
、
①
別
個
配
置（
対
置
さ
れ
な
い
）、
②
転
倒
型
対
置（
腹
側
を
見
せ

て
転
倒
）、
③
坐
型
対
置
に
分
け
、
古
様
で
は
①
、
新
様
で
は
②
③
が
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る

こ
と
を
提
示
さ
れ
た
。
特
に
③
の
場
合
、
釈
迦
・
普
賢（
騎
象
）・
文
殊（
騎
獅
子
）の
三
尊
形

式
を
構
想
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
図
の
整
理
さ
れ
た
明
快
な
構
成

と
、
姿
・
位
置
と
も
対
照
的
な
象
・
獅
子
の
あ
り
方
を
み
る
と
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
考

え
ら
れ
る（
赤
澤
英
二
『
涅
槃
図
の
図
像
学　

仏
陀
を
囲
む
悲
哀
の
聖
と
俗 

千
年
の
展
開
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
12
）　

内
田
隆
子
「
涅
槃
会
・
ね
は
ん
講
に
用
い
ら
れ
た
仏
涅
槃
図
に
つ
い
て
」（『
涅
槃
会
の
研

究
―
涅
槃
会
と
涅
槃
図
―
』
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）。

（
13
）　

渡
辺
里
志
「
甚
目
寺
蔵
涅
槃
図
と
そ
の
関
連
作
品
」（『
愛
知
県
史
研
究
』
八
、
愛
知
県
、

二
〇
〇
四
年
）に
は
、
甚
目
寺
本
は
江
戸
時
代
中
期
に
は
地
誌
に
掲
出
さ
れ
る
ほ
ど
一
般
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
図
様
の
共
通
性
を
地
域
性
と
捉

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
影
響
関
係
に
つ
い
て
今
後
も
引
き
続
き
検
討
を
加
え
た
い
。

（
14
）　

名
古
屋
市
に
よ
る
記
者
発
表
用
資
料
「
名
古
屋
市
指
定
有
形
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
」

（
名
古
屋
市
、
二
〇
二
四
年
）に
お
け
る
相
応
寺
本
の
解
説
に
は
、「
馬
の
描
写
が
、
狩
野
派

の
絵
馬
の
描
法
に
近
い
」
と
簡
潔
な
指
摘
が
あ
る
。

（
15
）　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
市
内
寺
院
の
仏
画（
予
備
調
査
編
）』（
名
古
屋
市
教
育
委

員
会
、
一
九
九
八
年
）に
よ
る
。
平
成
三
年
に
行
わ
れ
た
、
市
内
寺
院
の
約
二
割
に
あ
た
る

百
十
五
ヶ
寺
の
現
地
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
建
中
寺
・
相
応
寺
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

【
附
記
】
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
建
中
寺
住
職
・
村
上
真
瑞
氏
に
は
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
り

ま
し
た
。
相
応
寺
住
職
・
前
野
真
成
氏
に
は
ご
所
蔵
品
の
写
真
掲
載
の
ご
許
可
を
、
根
津
美
術

館
に
は
ご
所
蔵
品
の
写
真
の
ご
提
供
を
頂
き
ま
し
た
。
相
応
寺
本
の
部
分
図
は
、
小
池
富
雄
氏

（
元
・
徳
川
美
術
館
）に
よ
る
撮
影
画
像
で
す
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
徳
川
美
術
館　

学
藝
員
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